
市
民
体

大

議
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ひ、あ

門
保
叩
聞
肉
体
樹
岡
大
品
事

ま
る

あと 1館。Fおたう吉んがんばって

闘
幽
呂
時
同
月
日
付
毘
午
出
削
8
時
加
分

蜘
幽
綴
所
我
孫
子
中
学
校
体
狩
総

欄
醐
繍
鴨
間
同
小
学
生
'
中
学
生
・
高
校
生

[
男
子
・
女
子
吋
降
一
般
・
大
学
生

の
部

関
申
込
山
山
場
ク
ラ
ス
且
び
段
、
級
ゃ
い

明
絞
め
ト
ム
ハ
グ
キ
で
回
同
月
3
日
ま
で

に
コ
一
井
附
門
…
一
〈
滞
1
!
4
i
持
〉
ま

で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

秋
祭
山
y
ん
中
野
球
大
会

欄
欄
同
問
せ
ん
会

9
H内
部
日
午
後
I
時
我

ぬ
子
市
溜
ぷ
品
目
的
問

鐙
闘
開
会
式
時
四
月
3
日
午
約
8
持
品
開
分

隊
入
会
食
~
1
0
0
0
河
)

閣
参
獄
後
〈
3
0
0
0
m
門
)

9
R
け
M
B
ま
で
に
鮫
泌
総
二
〈
幣
1

i
e
i
m
出
)
ま
で
中
込
ん
で
ド
書
い
。

い
よ

L
K
2
L
2
.
5
2
2
jげ
は
、
語
、
内
滅
的
疑
阻
ま
れ
て
い
ま
す

Q

四
月
日
日
立
点
。
隊
法
大
会
ゃ
い
か
わ

巾
ナ
泣
で
は

R

運
動
人
誌
が
さ
か
ん
に
叫
内
?
を
問
問
ぎ
、
血
波
出
掛
問
問
時
を
よ
く
し
ち
ょ
っ
と
し
た
広
山
市
を
見
つ
け
て
で
怠
け
に
、
が
れ
拝
品
川
で

h

市
民
休
校
K
A設

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
小
歩
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
ス
ポ

l
ソ
に
も
、
体
制
時
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
を
し
て
か
問
問
か
れ
ま
す
羽
市
内
在
住
、
在
勤
め

学
魚
肉
ザ
伐
に
ス
ポ
i
ヴ
会
し
て
い
た
m
m
心
を
持
っ
て
い
ゑ
?
が
、
実
漆
ス
ポ
い
門
戸
い
か
が
て
す
か
，
ま
た
い
つ
も
よ
り
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
多
加
で
き
ま
軟
式
燦
銀
大
会

L
.
牛
車
し
て
し
ま
う
と
‘
体
を
ぬ
i
ソ
を
い
て
い
る
人
は
あ
ま
り
見
か
け
初
叶
平
く
起
き
と
、
体
繰
守
る
と
け
で
ナ
タ
山
る
っ
て
プ
怒
一
加
下
さ
い
。
爾
日
時
開
湾
問
H
8時
刻
サ
祭
仇
ぬ

か
す
与
と
が
ほ
と
ん
と
な
く
な
ヲ
て
し
ま
せ
ん

a

ι

体
に
は
い
い
}
と
で
す
。
出
民
大
会
日
程
軟
式
隊
内
部
火
会
玲
(
川
町
炎
同
協
問
問
)

ま
け
a
お
ナ
‘
市
内
に
川
町
子
氏
出
公
開
問
、
明
州
北
ム
川
淡
い
パ
主
か
い
て
、
一
階
討
を
↓
uL日A
に
は
同
日
・
川
町
滋
大
会
開
月
孔
日

'W~え
劇
場
新
中
央
公
民
似
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
此
閥
的
み
の
吋
昨
日
び
中
央
公
開
出
い
野
球
場
、
チ
↑
え
コ
i
ト
山
地
ご
し
た
け
も
め
て
す
。
山
砲
球
大
会
山
山
口
付
げ
円
句
パ
ド
，
ン
ト
ン
制
州
立
ム
ワ
7
v
一
ス
コ
ー
ト

は

も

っ

予

定

と

味

れ

え

な

い

の

守

し

ょ

が

ふ

り

ま

す

が

、

ス

ポ

!

ソ

拙

州

市

川

以

と

し

大

会

刊

は

吋

H
U
-
パ
レ
ボ
i
ル
れ
へ
ん
叫
欄
幽
縫
呂
壮
年
目
部
(
認
歳
以
上
)
払

う

か

“

て

は

気

分

で

な

〈

、

治

活

出

向

充

実

が

綴

叩

バ

お

M
U
B

魚
道
大
会
出
向
月
山
山
口
論
絞
潟
チ
A
，
U
M

・
妓
女
子
・
お

授
賞
pr
的
総
，
ダ
ブ
ル
ス
台
関
人
戦

闘
幽
串
也
方
法
ベ
ア
:
合
同
帆
み
が
泳
ク

ラ
ス
安
明
記
の
土
ハ
ガ
キ
で
油
汚
5

日
法
令
円
い
山
総
波
浪
へ
同
時
2
!
3
1
路
)

ま
で
申
込
ん
で
ド
さ
い
e

問
問
式
会
出
臨
時
路
大
会

関
門
間
臨
時
刊
同
月
げ
自
雨
天
(
M
n
)

岡
幽
議
所
川
州
北
内
叩
一
士
一
ス
コ
ト

闘
幽
穫
医
ダ
ブ
ル
ス
・
間
関
人
約
二
後
発

半

a
A、
8
・
絞
女
子

棚
欄
臨
込
ペ
ア
会
緩
み
参
加
ク
ラ
ス
を

明
記
仰
上
ハ
方
々
で
油
汚
3
B
ま
で

に
村
上
と
(
哨
開
北
内
7
i
m
1
0

1
)
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

152 



5
6
号
線
へ
通
す
こ
と
が
計
画
さ
れ
て

い
る
下
水
道
工
事
も
、
一
昨
年
か
ら
着

手
さ
れ
て
い
て
今
年
も
約
3
5
0
m
延

長
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
汚
水
・
雨
水

で
直
接
、
処
理
場
へ
行
か
な
い
も
の
は

流
域
下
水
道
へ
流
れ
て
行
く
の
で
す
。

流
域
下
水
道
と
い
う
の
は
、
河
川
や

近
代
的
な
街
づ
く
り
に
欠
〈
こ
と
の
わ
れ
て
い
る
下
水
温
の
こ
と
で
、
各
家
道
を
使
用
し
始
め
た
区
域
で
は
、
下
水
湖
沼
町
水
質
が
汚
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と

で
き
な
い
ぬ
認
の
ひ
と
つ
に
下
水
道
が
庭
か
ら
出
る
汚
点
や
雨
水
を
排
水
広
域
を
公
共

T
水
道
へ
流
す
た
め
の
排
水
設
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
、
流
域
内

あ
り
ま
す
。
内
向
道
路
町
地
下
に
埋
め
ら
れ
た
管
を
備
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
処
理
が
に
あ
る
2
つ
以
上
向
市
町
村
町
下
水
を

v

一
口
に
下
水
道
と
言
い
ま
す
が
公
共
通
し
て
集
め
ま
す
。
開
始
さ
れ
た
区
域
で
は
、
く
み
取
り
使
集
的
、
大
規
模
な
処
理
場
で
ま
と
め
て

ド
木
選
と
流
域
ド
水
道
町
2
つ
に
分
か
そ
し
て
、
ド
水
を
浄
化
す
る
処
理
時
所
を
水
洗
便
所
に
改
込
し
な
け
れ
ば
な
処
理
し
て
し
ま
う
た
め
の
も
の
で
す
ロ

れ

ま

す

ロ

て

ま

た

は

流

域

下

水

道

(

後

で

説

明

り

ま

せ

ん

。

公

共

下

水

道

を

流

減

下

水

道

に

接

続

公
共
ド
水
道
と
い
う
の
は
般
に
言
し
ま
す
)
へ
接
続
し
て
い
く
も
の
を
き
雨
水
と
汚
水
を
別
内
管
で
流
す
方
式
し
能
車
よ
く
処
壊
し
て
い
け
は
、
手
賀

し
ま
す
ロ
を
分
流
式
、
同
じ
管
で
流
す
方
式
を
合
沼
町
汚
れ
を
無
く
す
た
約
内
有
力
な
手

!

公

共

ト

水

流

式

と

い

い

ま

す

が

、

我

孫

子

市

は

分

段

に

な

る

わ

け

で

す

ロ

鵬
醗
移
d
F

山
出
式
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
眼
下
で
現
在
行
な
っ
て
い
る
手
間
H

泊
流

錨
騒
機
織
欝
ダ
!
同
叫
定
、
ド
水
道
内
笠
備
さ
れ
て
い
る
域
下
水
道
工
事
は
、
こ
の
こ
と
を
目
的
そ
の
汚
水
を
揺
計
画
に
沼
や
川
に
流

麟
鵜
翻
繍
嬢
織
畿
ダ
地
域
は
訓
花
台
を
初
め
と
し
て
若
松
・
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
て
し
ま
っ
と
の
で
は
、
将
来
取
り
返

鶴
賜
鰯
懇
勝
機
銃

V

青
山
台
、
い
ず
み
主
ど
で
す
。
走
予
定
は
昭
和
田
年
度
で
事
、
し
の
つ
か
な
い
結
果
を
生
む
こ
と
に
な

騨
鱒
鱒
鱗
騨
総
務
機
畿
勢
ィ
一
特
に
相
花
台
は
全
山
崎
に
わ
た
っ
て
完
我
孫
F

十
市
左
在
按
関
係
す
る
部
分
は
、
り
ま
す

q

嬢

機

襲

撃

綾

綴

滋

麟

備

し

、

I
本
管
内
崎
延
長
岨
・
5
キ
ロ
昭
和
同
年
度
に
は
使
用
で
き
る
ヱ
止
を
公
害
同
党
議
内
ひ
と
つ
で
あ
る
汚

欝

議

議

審

議

醐

盤

メ

}

ル

に

及

び

ま

す

m

寸

。

水

処

理

の

た

め

に

も

、

下

水

道

の

完

備

総
綴
線
総
錦
織
機
織
綴
鈴
懸

w

処
理
時
も
2
万
2
0
0
0
人
分
、
1
ゴ
ミ
と
と
も
に
汚
水
は
毎
日
の
生
活
は
急
が
な
け
れ
ば
な
わ
な
い
事
と
い
え

警
議
対
一
鐘
饗
韓
間
日
6
6
0
0
ぱ
処
理
で
き
る
能
力
を
持
か
ら
必
ず
市
て
き
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
る
で
し
ょ
う
。

聾
機
織
欄
欄
議
饗
線
灘
磯
「
川
側
つ
も
の
が
山
崎
設
さ
れ
ま
し
た
。

I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

盤

畿

騒

盤

欝

鱗

こ

の

:

遣

は

古

に

9
4
h国
ヰ
監
民
参
震
ま
籍
上

織
機
議
跡
事
…
媛
欝
態
畿
喝
あ
り
ま
す
が
品
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ
処
理

I
E
1
H
1
2
場

I
-
E
F
t
-
E
λ
』

醐

V
繍
幾
鐙
緩
綴
綴
緩
麟
綴
鳴
す
る
こ
と
は
不
特
消
と
い
う
こ
と
に
な

戸

畿

総

額

議

時

~

っ

て

い

る

の

が

現

状

で

す

。

こ

れ

ま

で

健

康

保

険

や

国

民

健

康

保

に

変

わ

り

あ

り

ま

せ

ん

。

護
側
側
麗
離
電
-

J

公
共
下
水
道
の
立
中
は
却
%
レ
丞
険
な
ど
で
受
け
る
尚
科
診
療
に
は
土
立
主
材
料
な
ど
を
倍
す
る
診
療

惣
欝
-
一
e

j

問
的
平
均
智

t
zっ

て
い
て
保
険
で
'
わ
な
う
「
保
険
診
療
」
と
、
を
希
望
す
る
号
、
あ
ら
か
じ
め
歯
科

錨
鶴
鑓
州
機
嫌
‘
川
市
街
地
は
ま
っ
た
く
工
事
が
行
特
昧
な
材
料
な
ど
を
用
い
た
埼
合
に
全
医
師
と
卜
分
話
し
合
い
、
診
療
内
存
・

輸
務
総
被
畿
縮
機
〉
匂
2
3
L
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゃ
っ
賀
川
の
7
ち
保
険
で
負
担
す
る
質
問
以
代
附
な
ど
を
確
認
し
た
う
え
て
行
ら
う

議
磁
鶴
像
機
器
鰭
鶴
雌

gz'
晶、

4

4

4

7

J

錨
開
一
髄
鞠
瞬
静
匂
と
我
郁
子
駅
む
し
』
中
心
と
し
た
地
域
内
工
外
円
分
書
評
が
記
す
る
「
差
制
診
よ
う
に
し
て
ド
き
い
。

鱗

額

繍

襲

喝

事

認

可

が

お

り

ま

し

た

u

F

Z
り

ま

し

た

ロ

こ

の

話

し

合

い

が

み

で

な

い

と

、

離
間
回
戦
時
、
昨
年
か
ら
さ
っ
そ
く
工
事
が
拍
ま
り
、
し
か
し
7
月
白
日
限
り
で
「
差
額
訟
後
で
ト
ラ
ブ
ル
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

滋
商
事

i

白
山
1
J
目
は
す
で
に
7
0
0
m
が
特
療
」
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
い
こ
と
は
、
同
保
年
令
謀
凶
保

hv
下
水
管
の
埋
設
工
事
り
今
年
も
7
0
0
m
延
長
さ
れ
る
こ
と
こ
の
結
来
、

8
月
1
日
か
ら
保
険
で
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

に
な
っ
て
い
ま
す
c

で
き
な
い
診
療
は
、
従
来
か
h

認
め
ら

ま

た

つ

く

し

詰

ま

ら

E

3

μ

お
わ
時
同
時
昨
日
薬
害
時
に
全
面
協
力
目
片
付
詳
し
む
軒
討
設
持
肝

歯
科
医
療
費
が
科
目
訪
日
立
市
内
の
建
設
業
者
で
い
れ
訪
日
日
時
見
詰
許
諾
ヨ
凡
退
ベ
パ

9
・

6
%ア
ッ

プ

差

額

診

療

)

が

加

わ

る

こ

と

に

な

っ

た

災

害

対

策

協

力

会

を

発

足

で

き

る

こ

と

に

な

る

で

し

ょ

う

。

ザ

!

?

プ

?

罰

警

年

わ

け

で

す

。

協

力

し

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

っ

た

災

害

対

策

本

部

か

ら

の

要

請

に

よ

っ

て

健
康
保
険
な
と
社
会
保
険
詰
科
医
部
負
担
金
」
2
0
0
円
な
ど
で
変
わ
り
こ
れ
ら
は
与
都
市
歯
科
長
師
会
申
合
市
内
円
建
設
芸
会
員
立
で
、
地
地
域
内
町
パ
ト
ロ
ー
ル
と
応
急
措
置
、
会
社
次
の
と
お
り
で
す
。
出
動
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か

療
費
が

8
月
1
日
か
ら
9

目

6
%
引
き
ま
せ
ん
が
、
7
剖
給
付
の
社
会
保
険
家
わ
せ
に
よ
る
目
や
す
料
金
を
恭
単
と
し
域
防
災
計
画
に
協
力
し
災
害
対
策
を
強
ま
た
災
害
が
起
っ
た
時
的
人
貝
と
機
材
・
小
池
起
業
開
・
博
正
建
語
附
・
備
管
ら
大
変
頼
り
に
な
り
ま
す
。

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
族
(
彼
扶
養
者
)
や
国
民
健
康
保
険
加
た
、
い
わ
ゆ
る

H

自
由
診
療
H

扱
い
と
化
し
よ
う
と
「
我
係
子
建
設
業
災
害
対
を
補
給
す
る
こ
と
が
主
な
目
的
に
な
っ
井
土
木
・

ω山
田
工
務

贋画官

&圃r; 議事N lj 1 ，16目先行(~) 

昭和51年

第5囲臨時議金
関かれる

昭
和
日
年
第
5
回
市
中
立
臨
時
会
が

8
月
四

H
か
ら
剖
日
ま
で
の

4
日
間
間

か
れ
ま
し
た
。

議
案
と
な
っ
た
の
は
我
孫
子
中
学
校

防
音
改
築
併
行
工
事
を
請
負
う
会
社
的

決
定
で
、
木
回
建
業
附
(
東
京
都
千
代

田
区
)
に
決
ま
り
ま
し
た
。

す
で
に
8
月
初
白
か
ら
総
工
貿
約
1

倍
5
千
万
円
を
か
け
、
米
年
2
月
末
完

成
を
目
標
に
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

-男子の喜多

''f:i手 F豆沼 貯之氏 1， 学{史名 t己保 関考学午係自 阪2 氏名 学校名 記録鱒考

115m年自由恥 l吋e f1l ゐO1小 2o.H' 1 将 1 佐藤博子 高野山小 日杉2 新

111食肉 fi 誕左f;醤十 16秒。
新 2午

2"町村 J'l:'宅 第 4小 1訴全81"
2年

2 近，;;裕介
15m自由形

iJ14 'J、 17tY9 3 山口恵子 第 4小 14秒21"
15m自由形

311針 、 義 則 高llilJ'卜 1 上木由美子 第 l，j、14秒4 軒

】問n 啓樹 議 l，j、時;同 3年
2 小泊京子 第 1小 16秒71"

3'￥ 
2 革問 像

15m自由形
持n3d、 lZf}'8 3 佐1>由起子 自白 1 小 18砂3

15m自由形
3 月民" 猿苦 知 4，j、 高野山小 25秒5 新12H'9 

研 245m平 自由形

llf.¥:葉Uろえ

4年
1 佐保 訟 高野山小 190'1 2 梅原縫子 第 4小 26秒4

2 捻同 淳 得止台居小 19t;' 5 31l!時世チ 高野"，小 26秒6
25m自由形

3 池悶とえ 1，協 1，j、 1 永木礼子 2併合8 新23HO 

S可 5'f. 
湖北小

11-'竹保宏 指 1小 18tJ'5 211生"あかね 第 1小 21秒8
5年 25m自由形

3 大藤礼子2 拙川 匡 お 4，j、 19H's 第 4小 23秒7
25m自由形

3 森岡孝節 第 1'1、2oH'o 
新 6年

1 白土明美 第 l，j、1併;'2

1 小tt 相官 I¥i It小 15秒6 2 石井洋子 出t会副、 21ft 1 
6'f. 

2 佐E事元 湾北合商事 16付7
25m自由市

311毎~n京桔花 尚北小 22り2
25m自由市

17秒2 1梅田照子 第 l，j、29秒1 新3 岡野 健 情 1'j、

1 流悶 。事
4年

湾住台dJ、 "秒9 2 柴田主子 第 l，j、291企31"
4'干

南町山4 25り8
25m平泳さ

第 4，j、信佐蟻 銭 3 梅原雅子 30秒9
25問、feH，ぎ

3 加E主総之 r万七台間、 28f}5 1 確田このみ 宥¥1小 27th 

5年
I 拍"1 信 第 4小 22fj.'2 

新 s年 2大川恵子 第 4小 27!少1
25m平泳ぎ

25m平，;.ぎ
2 竹保宏 指 1小 231少3 3 佐藤踊子 第 4小 "秒6

3 森田孝節 第 1小 2W'S 1 自士明美 第 1小 23秒0 新

1 小休相官 布佐小 20秒6 新 25年同平地ぎ
21m原由美 議 1小

仔2252遭秒秒Pイ7。ム16'下
2 国 ~f 健 病 1'1、211止7 3 岸井紋子 島北台d小

25m平泳ぎ
3 住専 元 得止台西小 22抄5

先気lこ水しぶ蓄
をあけて

ーちびっニ水泳大会一

手
賀
市
川
祭
り
の
行
事
の
ひ
と
つ
「
ち

び
っ
こ
水
泳
大
会
L

が、

8
月
H
臼
に

市
民
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
、

9
校
の
小
学
校
代
表
1
1
3

名
が
参
加
し
げ
種
目
中
は
隠
日
に
大
会

新
記
録
を
出
す
カ
y
パ
ぶ
り
を
見
せ
ま

し
た
。

153 



(3) 

韓三盆
+4. gロ

毒事 1其月

環器本幹事IlJtrl.貰(高野tlJ)

5世紀後半

化
凡
な
か
れ
て
い
く
文
化
財
。
前
代
人
い
か
符
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

の
や
…
受
&
緩
く
と
ど
め
て
い
る
我
孫
浴
内
号
機
分
布
は
、
我
裕
子
地
双

子
n

市
内
に
は
多
く
の
波
紋
が
残
さ
れ
と
様
作
品
鳩
ば
に
分
け
ら
れ
、
我
孫
チ
地

て
い
ま
す
。
区
に
は
輩
刀
叫
院
内
成
6
松
崎
山
内
柄
引
時
基

古
墳
時
代
に
光
を
翁
て
る
と
、
市
内
が
硲
訟
さ
れ
て
お
り
‘
州
側
ぷ
総
援
は
は

で
確
認
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
ら
、
前
十
月
約
却
基
町
一
円
墳
が
数
骨
慨
し
て
い
ま
す
。

詩

境

基

、

雲

仙

判

1

0

0

去

り

章

子

霊

会

議

長

る

と

水

州

市
議
茎
時
苦
言
、
え
ま
す
。
山
事
、
議
士
口
段
、
予
の
抽
出
器

与
し
弓
手
れ
ら
の
古
墳
は
た
た
ず
書
記
縁
部
、
自
古
車
会
ど
が

七
日
ば
か
り
で
綴
ろ
う
と
せ
ず
、
時
代
的
機
終
怒
れ
て
い
ま
す
。

捕
は
に
a
ハ
ゾ
一
つ
飲
み
込
ま
れ
て
渇
え
去
綴
水
神
山
州
寅
繍

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ニ
的
古
墳
は
、
山
内
線
好
必
に
あ
り
、

急
激
む
約
市
化
丹
波
に
も
家
れ
て
、
手
賀
沼
に
箇
ず
る
ふ
M
川
端
的
潔
殺
に
九
位
拙
阜

市
内
の
文
化
時
は
、
捕
削
減
約
一
和
宇
部
。
し
て
お
り
、
6
砕
い
れ
札
協
同
ゃ
に
で
き
た
統

銭
安
円
相
也
史
的
問
遠
藤
め
線
機
は
簡
単
で
方
後
川
円
墳
ぞ
て

す
が
‘
保
存
す
る
こ
と
品
な
み
た
い
で
伐
採
芸
大
雲
山
内
古
墳
で
‘
高

い
め
努
力
を
は
あ
リ
ま
せ
ん
ω

代
間
的
制
メ
j
ト
什
ぺ
後
円
部
品
出
総
メ
i
ト

も
う
成
、
総
市
化
的
進
む
な
か
で
、
ん
、
的
別
々
経
刈
滅
的
酬
明
叩
同
メ
l
ト
ペ

文
沈
黙
を
守
る
口
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
後
約
銭
円
泌
さ
約
$
メ
i
子
ん
と
な
っ

事露呈翼耳

目罰金塚お上意(機凶)

61主食:争主総

層圏 fの争1!lu1Jf議 (英子}

6ilt~詩語学

菌割高野ttlJ--¥;-j員

6世紀中葉

謀議吉野tlJ2・4サ2貞

昌世争G1~ 守 l'

器量向聖ftlJ3号機

6 ilt紀'"

第31封書
富田日立総機織li'J2 ~J~立

71詑ffeF耳長主

鎖的討I1サ墳

7ill:紀前半又はや主義

襲撃後数子第4小学校z有)1を

7i正紀'1'議

て
い
ま
す
。

最
水
神
山
古
墳
は
、
平
時
的
綴
的
白

山
山
僚
に
北
(
遇
す
る
議
長
官
歯
約
後
続
安
強

制

〈

畿

わ

L
て
お
り
・
我
孫
子
地
除
内

山
叫
叫
紙
約
終
州
出
が
近
隣
組
現
時
山
に
対
す
る
権

料
滅
的
シ
ン
ボ
ル
的
意
味
も
含
ま
れ
て

&
い
る
ど
予
籾
怒
れ
て
い
ま
す

9

盤
会
問
時
合
墳

こ
の
古
墳
は
、
脳
協
P
1
3
4
0設

地
に
あ
り
北
経
締
役
的
u
n
総
と
な
っ

て
い
ま
す
。
乎
判
H
m
出
に
綴
し
た
が
織

の
緑
川
闘
に
は
秘
仏
判
明
山
メ
6
3
3
3
3
3
e
ト
ル
町
内
機

こ
約
金
塚
市
博
叫
か
ら
は
、
域
輪
が

出
土
し
て
お
り
、
殺
孫
子
お
揖
鮮
で

線
総
が
州
問
凶
刑
怒
れ
る
よ
う
に
か
余
っ
た

時
代
を
代
表
寸
る
お
淡
と
考
え
ら
れ

ま
す
。ま

た
、
鉄
中
、
叫
誤
判
持
な
い
と
も
給
料
品
必
守

れ
て
お
り
、
畿
内
努
力
、
と
の
九
時
伊
つ
容

が
品
閣
議
勺
た
こ
と
を
一
市
い
て
い
ま
す
。

判
明
党
が
築
き
あ
げ
た
隠
史
的
選
滋

は
湘
例
代
に
仲
間
む
ね
た
ら
に
何
か
を
務

ろ
う
と
し
て
い
ま
4
0
大
切
に
保
存

でJE 
千葉県鏡45盟

極罰圃園

ル
ジ
ユ
町
一
ア
・
り
ト
ル
ベ
ア
i
ズ
'
ジ
M
凶
と
名
門
チ
i
ム
で
す
。

ュ
ニ
ア
ホ
i
ク
ス
・
シ
ん
パ
i
ツ

f
一
夢
は
プ
ロ
野
帥
州
選
手
伐
と
炎
一
大
ト
‘

ヴ
ク
ス
多
少
年

γ
ラ
ゴ
ン
ズ
・
リ
ト
ル
総
務
に
練
習
を
需
品
↑
ね
た
各
チ
ー
ム
の

が
や
イ
ア
ン
ヅ
・
リ
ト
ル
一
一
品
l
ス
タ
滋
や
途
合

!
ズ
・
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
が
1
ス
・
ス
パ
お
じ
く
も
実
カ
を
出
し
切
れ
ず
e

イ
ダ
i
ス
・
ブ
i
ん
ず
ン
ア
i
ム
ス
・
間
関
制
制
作
、
政
調
地
し
た
チ
ム
も
救
靖
夫

プ
ラ
ソ
ク
バ
j
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
ク
ラ
プ
・
会

ιは
‘
フ
ァ
イ
ト
を
よ
つ
け
て
が

へ
リ
ン
グ
リ
ン
ズ
・
レ
ツ
H
F
ス
タ
j
ズ
・
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
も
の
C
す。

布
佐
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・
伐
材
却
す
ヒ
i
u

ー
ズ
と
強
豪
チ
i
ム
が
線
総
い
e

夏
納
骨
年
野
球
大
会
は
奇
術
山
門
的
小
こ
の
中
か
ら
?
ミ
ロ
i
ズ
e
ブ
ラ
ッ

学
生
チ
ー
ム
路
チ
!
ム
が
参
加
し
て
?
ク
ア
ム
ニ
ッ
ク
ス
・
シ
ル
パ
i
ツ
ザ
ム
ω

一

月
間
的
門
口
か
ら
手
祭
沼
町
市
サ
絞
鳴
で
勲
ソ
ク
ス
'
ピ
ジ
ョ
ン
ク
ラ
プ
的
ベ
ス
ト

附
慨
が
く
り
か
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
4
が
治
問
4
3
リ
司
8
月
四
日
に
は
、
?
ミ

参
加
山
チ
i
ム
は
、
方
ソ
ツ
ア
ロ
ー
ズ
e
u
j
ズ
と
シ
ル
ベ
ツ
ェ
ヒ
ソ
ク
ス
の

巡
九
H
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
'
ラ
イ
オ
ン
ズ
'
品
化
山
崎
氏
凶
織
的
決
勝
戦
と
な
り
.
許

制
州
北
h
M
ス
パ
!
ザ
ヘ
・
ま
た
会
汁
叩
出
品
且
e
戦
的
ι

末
.
5
M
川
a
命
令
シ
ル
パ
i
フ
ェ
-
一

久
寺
家
エ
ラ
i
ズ
a
?
ζ
u
i
ズ
・
リ

y

ク
ス
ガ
同
特
し
ま
L
だの

ト
ル
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
a
プ
ラ
ヴ
タ
フ
ヌ
ニ

Y

ル
パ
j
フ
士
コ
ク
ス
は
、
容
蕊

y
ク
ス
e
T
ジ
ャ
カ
ー
ズ
・
カ
1
ぷ
パ
2
迷
粉
、
過
去
混
同
府
3
閥
、
車
協
勝
3

G
夏
季
少
年
野
培
大
会
①

同
シ
ル
バ
i
フ
年
ニ
ッ
ク
ス
護
欝

ア
ル
ス
カ
ウ
ト
ヂ
都
地
除
然
然
関
訪
日
間
で
は
、
ム
ヱ
み
で

2
紛
ヂ
イ
キ
ャ
や
っ
と
軌
浪
記
梯
取
っ
て
議
た
誌

~
凶
貝
長
田
中
さ
ん
久
守
掛
か
5
8
7
〉
ン
プ
を
行
な
い
ま
し
む
。
子
鉄
線
は
、
に
も
悩
み
辻
つ
き
ま
せ
ん
。

ns陶

今
年
内
主
に
塁
ず
る
ま
で
に
け
護
ゃ
っ
た
こ
と
め
る
い
警

3
炊
絞
め
察
官
室
が
な
く
宅
隙
れ
た
闘

と
務
労
、
ワ
i
グ
i
町
人
述
内
泣
い
同
九
本
淡
み
、
科
遂
を
ど
奄
的
ず
い
り
し
き
も
は
灸
蹴
閣
で
合
管
室
教
量
。
そ
し
て
な

み
で
、
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
予
絞
っ
て
キ
ァ
キ
f
大
さ
わ
ぎ
。
ん
的
検
品
開
に
ち
つ
き
も
の
の
お
令
:

ガ
i
ル
ス
カ
ウ
ト
に
は
、
「
私
は
お
こ
う
い
う
的
ぬ
か
ら
、
人
と
の
交
わ
:
と
‘
な
い
な
い
ヴ
く
し
で
が
ん
ば

誉
に
か
け
て
仲
介
ぬ
と
に
叫
持
す
る
っ
と
り
の
大
切
へ
防
然
保
議
、
唯
一
雪
判
明
っ
て
い
求
七
?
受
忍
が
ほ
し

め
を
行
な
い
マ
い
つ
も
織
的
人
却
を
助
断
力
を
学
ん
で
は
し
い
と
リ
ー
ダ
ー
の
い
な
あ
i
a

け

ガ

ー

ル

ス

カ

ウ

ト

の

お

急

て

を

守

る

談

。

4

楽

し

い

キ

ャ

ン

プ

よ
う
に
し
ま
す
ぺ
?
と
の
約
械
が
あ
り
、

そ
内
総
に
川
出
力
条
か
h
p
な
る
お
診
て
が

品
開
め
ら
れ
と
い
ま
す
。

ぷ
与
で
て
」
「
約
束
」
と
き
炉
、
し
い

描
規
制
問
的
中
外
、
切
自
分
を
つ
く
り
上
げ
て

H
く
こ
と
が
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
的
真

問
こ
の
よ
う
な
冬
び

L
い
淡
町
間
以
し
ば

ら
れ
て
、
現
代
っ
子
噛
織
の
泌
総
は
ど
う

か
と
持
ね
る
と
「
気
味
乾
燃
的
織
代
だ

か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
逮
に
規
制
比
従
っ

ほ
し
い
ん
で
す
よ
。
」

た
し
か
に
そ
の
巡
り
、

L
か
し
、
「
本

当

ι子
供
越
が
よ
み
と
ぷ
め
は
‘
キ
ャ

ン
プ
や
ゲ
i
ム
め
憾
で
す

φ

一
と
あ
る

リ
i
F
i
o

出
刊
恨
川
、
手
間
民
間
則
的
洪
水
は
間
四
年
毎
排
水
に
務
ム
カ
中
消
然
と
拙
略
的
知
く
液
域

に
襲
来
し
、
束
事
に

S
め
つ
く
都
内
前
よ
り
流
入
す
る
本
的
疲
織
は
ナ
イ
ヤ
が

後
を
過
と
遠
綬
大
後
世
帯
刊
に
鞭
わ
れ
も
中
ラ
滋
布
を
培
う
ふ
つ
き
せ
ゐ
は
νz級
感

小
洪
水
は
3
年
に
一
一
閣
は
わ
ゆ
、
低
柏
崎
〈
情
的
は
2
1
3
時
時
間
に
し
て
係
機
と
化

闘
は
絞
殺
管
終
と
宿
命
的
な
も
の
と
さ
し
た
。
緩
む

7
河
2
日
未
明
同
銀
中
綴

れ

て

い

た

u

一

階

は

削

閥

'

煤

滋

は

も

と

よ

り

木

下

布

倹

吋
明
治
中
織
に
お
け
る
凶
年
(
1
8
憾
の
欽
滋
替
え
も
水
没
し
て
交
還
は
途

8
5
)
繁
想
、
翠
主
主
総
え
周
滅
的
警
は
点
々
と
し
浴
中
に

と
る
ら
ん
で
、
隊
総

ω年
代
か
ら
お
年
没
し
た
J

山間

代
的
ニ
町
本
容
は
、
明
治
以
来
区
年
的
布
伎
で
は
手
奴
滋
滋
槻
即
時
二
一
飲
創
的

利
印
刷
水
系
的

Z
つ
釘
山
闘
を
な
し
て
い
る
。
堤
防
隣
近
が
湯
本
し
、
緩
い
て
機
肋
間
的

与
の
ね
を
通
り
越
す
と
も
日
制
・
柑
部
は
数
ヵ
一
昨
が
次
凶
惜
し
、
成
問
出
線
路
裁
で
み
机

ポ
州
知
的
時
泌
を
絞
け
る
の
が
、
徳
川
織
は
淡
入
し
た
。
さ
ら
に
濁
流
は
か
争
資

φ
会
め
て
も
利
根
水
系
査
官
的
歴
史
で
総
議
と
し
H
倒
的
水
路
を
昇
り
、
命
後

あ
っ
口
J
山

市

衡

を

筏

水

さ

せ

た

。

昭
如
刊
刊
都
秋
、
浴
擦
の
往
突
に
は
耳
目
尽
火
的
被
擦
を
拘
取
っ
と
木
下
警
察
審

会
冷
す
よ
う
な
胸
部
織
と
な
っ
た
。
こ
の
管
内
(
布
佼
ふ
が
い
食
む
)
の
同
限
移
状
泌
は

時
は
上
流
部
の
繁
一
階
h

い
と
ど
ま
ゆ
、
上
次
町
通
り
。
死
説
明
1
、
災
係
経
2
、
家

総
支
波
誠
問
で
は
総
点
羽
な
織
機
を
魚
ヒ
屋
全
壊
6
、
家
国
税
単
品
羽
狩
‘
併
部
隊
流
失

た
ど
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
も
本
流
で
は
よ
2
‘
床
上
浸
水
6
7
9
‘
飲
下
総
本
6

う
や
〈
慌
時
防
的
綴
れ
る
こ
と
を
免
れ
た
。
7
6
‘
留
経
本
2
7
3
9
W
併
、
湖
川
悦

よ
泣
い
え
、
楽
橋
、
取
手
的
約
機
的
水
5
7
0
町
接
、
道
路
損
壊
捌
則
前
減
、

大
協
関
で
は
明
間
協
が
回
選
、
鉄
道
的
地
問
ゲ
機
内
閥
次
附
例
制
問
所
8
、
選
崩
れ
鋼
所
れ
叫

あ
び
ζ

を
諜
る
側

態
相
時
年
代
の
大
水
害

百
以
る
と
こ
ろ
の
塊
務
は
泌
矧

々
C
左
右
、

n
そ
の
念
殺
と
こ
的
年
8
月
幻
日
か
ら
9
丹
2
毘
江

子
い
部
川
ふ
い
に
が
怒
ら
し
品
川
る
も
の
ぺ
か
け
て
汀
判
然
川
し
λ

増
水
の
た
め
e
:
も

つれん
J

問
問
と
終
局
C

札
た
合
手
賀
、
山
印
綴
何
滅
的
水
品
約
加
す
る
一

昭
和
伐
採
a
.
p
o
ω
H
U
H
-
本
山
州
南
方
で
1
0
0
前
判
事
同
一
〈
品
縫
後
的
と
ど

燥
の
様
需
階
的
前
線
に
よ
っ
て
併
が
降
り
始
め
を
刺
さ
れ
て
発
金
に
収
僚
級
織
も
矧

約た
1

ニ
内
一
明
、
本
川
滋
か
縦
方
織
れ
と
な
っ
た
。

安
ゆ
っ
;
草
し
て
い
た
品
開
号
持
続
旅
路
年
五
時
R
l
m
H
u

震

設
か
化
淑
に
向
き
そ
変
え
、
初
日
正
午
総
泌
総
と
台
風
に
よ
り
「
県
下
の
総
総
数

地
点
機
総
沖
、
b
a
泌
過
し
て
花
一
一
時
一
点
東
方
出
陣
は
4
0
0
1
6
9
0
ミ
リ
に
途
L
、
手

上
に
来
っ
た
α

ょ
の
た
め
、
務
総
は
山
由
貿
m
叫
聞
出
細
川
川
付
渋
作
品
び
佼
市
部
、
小
白
品

発
と
な
り
、
総
務
1
鵠
日
制
約
燃
掠
に
強
川
-
椴
は
ふ
〈
撚
水
-pm

会
っ
た
@

ζ

の
洪

〈
、
知
日
は
小
時
時
り
と
な

f日山
r
，
台
本
は
昭
総
門
同
年
6
H
丹
め
よ
り
も
銭
L
く、

同
州
内
透
明
暗
後
も
総
帥
輔
が
体
制
州
し
、
7
月
布
佐
隣
近
む
は
総
ふ
の
洪
水
が
利
械
叫

3
5
ま
で
大
一
雨
が
付
税
い
た
。
6
m
け
幻
倒
的
水
絞
よ
り
も
世
間
く
な
っ
た
と
い
う
J

か
ら
7
M
月
3
詰
ま
で
の
総
間
放
は
線
下
町
山
(
市
史
総
会
ん
綴
〉

吋
仙
紙
U
3
9
0
1
5
0
0
ミ
リ
、
怒
心
開
滋
注
山
m
l
「
印
指
沼
開
発
市
民
一
ω
抑

制
仰
款
が
札
前
部
に
お
い
て
6
0
0
ミ
リ
下
縫
い
小
川
山
m
m
l
J
r
楽
曲
精
気
象
災

に
淡
L
・
約
釘
実
需
と
な
っ
た
。
ゐ
主
義
い
川
1
9
d
誌
と
土
治
改
良
」

出
し
た
一
湘
同
体
生
む
殺
な
〈
‘
特
に
M
M
日
8
H訟

の
集
中
豪
織
は
泌
総
滋
約
機
防
補
強
口
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叫一!拷期附W号終柑附一守"貯一一!貯……伊一一……1…"仰附山………ヨドp刊判η町τ

不舟品 …一一一一「 彬峨犬 {笠川糸糾R除附帆主悦胤険休、 パ 1川iド犯J巴L オ

ヲミ2.Pl!)きしんげま

織って下記事い

*応援セ yト*ポータブルミシ

ン*折りたたみ式ベビーパギー

率*引洪m鈎8量級*冷機庫*亭

供 用 2段ベッド線電鋭オルガン

*ピアノ*足ふみミシン権力ラ

吋テレど付帯人湾総事若草場主議事

商工採 (82)11511勾救281

譲ります
家申りかご式コン1::ラッ'7(3

均月使熔めもの)彬インテリア

ミ予一本 Zeライト認候シンヴルベ

ッド*"ブJ~ベァド( 3ヵ111者

用のもめ) *大事目プロパンガス

オーブン付レンジ費税史的L:ilと定

公民錦織座
10 丹念募集

どの衿FlもM掛から絞えます。

傍受鈴 9月2lfヨ{うた) 9時から。

fll怒と a党議料金そえて本人が度終

公I~自官まて'申.ìl込んでωドきいる

海上まになりしだい豪華む1)

*お子以づれど'受講はで

* 1人 1議議{こ絞ります。

家緩調査にご協力を i
怜，)，なん東!止的'ぷ長是認在韓寄託を

n:j註するた向的'字紙持古川(fT

令われていますη

i勺外喜草にわ t"'1 fj;j:H1枠合

どをべます が、 ιL '1'若干4

，¥1，:がありま Lたら品!議員会、協

定Wi是認1胡，，1i>>iJ民議(写真へ

り}を干年って u ますから必，(f.

ヵ、的 1';"'0

点

一一一一隠

一一←一一一切
23 ⑧d! ::弓;二J謡謡説謀2翠詐誤2許r出乱守T町九?1Ll鴎削…島制内

詞: 1(z
鍔九引叶土」止l卜ぽ一総附附悶饗糊脳的貰麟悶滋細罰時土1土士?士止一J??， 

26 

議事盛明るい話題

砂吉野望号尽きん{緑か h

1.¥祉"も誌に 3If7000PIの;等千jがあ

りまとた。 砂滋E時時?脅さ手んじを11.11:

fi18-1)から、つっと 11:1二

花しよヮぷ 10011‘の;存織がんり

した....小JII久警察ん{新本1835)

か ら 、と:11:にサルピヤイ守的ftl!

160本がz辛口封きれましたu 惨-1、主義

と害容ん z本務f1-4 8)か.，

t"H仕'Jl設に10If!11の託子Hがありま

ことδ 接中皇子数百量的背ざんから

!M!JI: '1>設に 1}j5425I'Jの寄げがあ

同帆帥 梢 録 制 判 制 柑怖柿掛酬明、明熱情帆糊

中島幸土地区画整潔客業
審議会委員立候綴受付

[芝陣H法務'1>業をI'J織に進める

た的内議議会を設沼 L:I.す九

主事ぷi会委14ft!建絞め':tf.1は次
6っとおり Jtないます υ

傍受付翼護隊 昭和51'P9J121H

から P{~和51 5ド 9 1i30E!まで1

易型~J寸時跨 午前 8日.I30分から

投 5!I-';"までu、~".けは 1211，)'ま←ご}

諸事件長会長持仁立色芸術できと，Ij

i エ、 í{JA之i匂 f/).-!:J出 I;I~H 討と{詩11取

tl!li'で20'足以上の If'，εγ

2捺 i白紙Iまい¥協にIIL0して

言おります。

1 訴しい切〉については1"]磁奴
タ

~ J車線ヘft(82) 1l51i!，)4草228， 
~ 

i 我孫子駅北0;刻雪量
i 諮衰の土地立入り
注

4~ {f， ('i\l(~U.JJ地ì{ì崎将j:l!l.'J守

j主抑制tと 払 ぴ 訂 正 ) 倒 } 制

i滋内 山 土 地のな人明売をい

E止します内で、関係1:)掛川f(1

iの ζt納付機いしまナπ

立入り綴罪事 11協和51'" 9 Jl13!j 

1，>らII{{耗151'F10 11 31 U" (H 

(i滋工務}

あすの地域社会を築〈
住民活動レポート募集

内分的伎を2地域社会のみすを考

え、その実現に向かつて努力 Lて

もるぽちんの活動レポー?を募集

しています1

..'応募方法 400竿:滅的原総線級

201土問主にj長剣ryj司容まとめる。

ClJ.夜、その他殺害一炎科告添付)

ゆ罪事い合わせ 〈務〉骨r!.主総見返委主
総会 E住民活動賞ミ係

T E L03 (501) 8001 

⑮道主1}9i; 9"100東京都千代E耳ぽ

日比谷公;暫 1-'~ 3 m政会主室内

1場。善事窃1) 町i初51'1'10月10日 {当

日消印有効)

主儀 作れす詩集活i選 品 議 会

者l~ì道府民主絞魚沼運動協議会

昭和52童手数会始
題は「海J

IIB制限停の敬語会的は、薬草1;"1島J

Jたまつましたe

WM;は10月12百までに宮内庁

o社京擦千代刻区千代fIll-1)

へ銭詰iして〈だちも~

言学者時や不明主二点については、官室

争費、定内式部撃読まで往続・氏名

を禁事きi主的m切手を1まった対絡を

添えて 9持家詩までにお隠い会わ

せ下きい。(潟内庁)

けましたど 参議問忠太控喜怒ん{自

出 B~ 6!からーパン 1校 労務管涯に
とれ(さらしは ~i lJ 'tfl 住人本 興ずる講望書会
ムlI:F五{民自立iニ'，:f附きれまし打、 013待 91117[] (告を 141""か

手え内二:hf立に後滋しますF り161時

0機長持 1(:ち;工会総

。議室革 「代f持率表苦言綾部協会

協m!丹治先生

耳事F葺は然科ですa

グ)ll¥/.I‘(， H;定までい)

主主入り際機 1Hf.J¥ hlif~イふ(.'ト

I~I 井(. 1[7:')j弓>1出獄・ 1主IH宅設; ~ 

h!.災 fお e 制 f3 ~ 

古不滋なl.(がんりましとり、諒i幸

弘tをしている許は取に身分正明 E
，!j:.t-Ht浴していますからや川 Z

めるか 1と日指}'Ifi~:{j匙課まで 3

t，;in)い会わせドちい、 5 
世 (82)7200主

綴戸土地区窃室長狸参事案
の事業計函の綴覧

{~，，\ hli桔U.1jニ鴻1><:幽絞殺事

主的~';~)'，ih閣を上J忠{互i起もそ五'ßi)，

詩il20条':"1m丹波定仁より次的

とおリ剥臣官~:し T，

二7>'長年，lh刊にう，.て干J)手fI~可

i芸名て?立は円ある )1辻、 Uill玄

;ifljt，作用Jj、によコてれまはj明tiiH持 f

開けの問日かり 2j虫総Jt(内に「

β 51. ，!.} を j，~iI\ずるこ

カ き ま す E 

憾表量髭翼主義義 昭和51年9月Il!l ~ 

からり(Hl151年91124'!まで 主

薗総裁食事罪事 午前 8吟紛争子から話

下f安芸作玄で ' 

書事事控室主主義勝 !三i会a;年.:I'j[諜

小樋JII河口探鳥会

毘時 9月26tl (日)午前7時30

分、中央公史館前線合(f詩災中止)

飽海 パス i~ 大人1500Pl・中学

受以下1000fIl(申込みの時持参〉

申込先渡辺措 (82)0521.坂議

官 (82)2268 終烏を守る会}

まえておきましふヲ倫

さ，r，害PK円切，~ぶめない"担率、はっ

1) .11旦l炎 ;Jミしましょう。

1 家主UL:r:~拝主総f~つ

へら鮒竿教室

期日:JOjj 1討から竹工袋、うる

し…1:認を常的苧がきりなオぷま

議員時;開発戸パス停泊町、#若年童話奇J1tf

E弄りお

主翼線:筏Jll疑砂友

人数先翁20名ま

申込先:災{'\1~へら総本製作ド;J好

会、器製約まで 控 (82)3785 

金闇党通安全運動拡
-9F.1218から308'*でー

車内免狩をお持ちのおは目、ずお佼

Itlごち L、@

交 詰益 法規 緩著 書会

運転者の皆さんへ

市内で玲悲した交級事故の綾苦手

者品、 12縫来1滞在約定員以上の方が

多〈なマていますの

車を渓帯、ずるi痔は次のことを特

;こま主寂しましょう。

O 発i麓する衡に閤i現で子然が遊ん

でいないか確めるa

Iミ転車的横を漁るときは徐行す

るか 1m以上円安会な減滋をとるa

01記事守するときは後数T自転車や

歩行殺をまれみまないように左筒?

の安全をよ〈確約る。

〈コスどード的IHLすきずや無淡なi童

銭しなど絞殺な運転は Lないよう

にす十る。

Gど…ル lf手だからとい γ'ii:易を

気持ちをす寺たず欽i髄控室転泣き義付L

ない。
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慈賞蓬核瓦(しっくい)
業者iこご用心

i!t泣き誌IJ!li修現在島正、訪れ、

iMIl長打けを ~(II年 lliJ でを者 Ir-1: l!:J!ニ i l:

t祉を消1，-1-60 その誠ポ(o:!奇iエヲミ

慌をはうと、伊hH:っ (1宅金5:)1える

とd')今ヰがずま珪5して L、ii~ .. 

，太的事{二tt，{ましてトポい。

①コド1記療な長<1tN f吾rß主{傘下liji~j内旅燦

iこをりま今r<
{支〉単桜1cr二守的ゴ打|談品、J;i手f(で

る仮説的協築主主将{土工ちん}

か総合加盟約長;絡をf銭びましょうョ

③ニ的 i主的役所、 t立総j号制土で

たりめですので、爆のナシパーを

9
丹
後
期

今句e内 c1"丹念国交泌を託金工!li.Jlh.l

i主、 9持2Hlから308までfiなわ

lL まーす白

ifu'dHぎ

C争中fil守、向転転手i総務的事故F!i
止、 ~.flニニどもと老人を交i議事告な

から守也るa

ゆ安全主主転グ〉微量を，坊に横断事fr

身f!A，趣向徹長、飲溺緩和..ス;::…

ド違反等の祭総illl転向i監絞写
会長シ叩トベルトラ務i詩的機il!，

i衷転矧!問中にお詩むのとがり交通

法線幾重要会が行なわれますのむ、




